




















〔全体の評価講評：認可保育所〕 令和7年度
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「地域に根差した子育ての発信基地となること」を理念に掲げ、同理念の下、園内に地域支援一時保育委員会
を設け、実習生・ボランティア･職場体験を積極的に受け入れ、次世代育成を図っている。園のホームページや
地域へのおたよりなどで、園庭開放や離乳食体験、保育体験、子育て相談、一時預かり保育などのイベントや
講習会の開催、サービスを周知している。また、SNSやブログ等各種資料の公開を通じて、地域に子育て情報
を提供する拠点としての役割を果たしている。このように、豊富で多彩な地域支援のメニューを通じて地域支援
を実践している。
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さらなる改善が望まれる点

実習生やボランティア受け入れ、情報公開、各種講座など、地域に開かれた運営を行い、次世代の
育成や地域の子育てに貢献している

今年度より法人の方針として、人事評価制度を導入し、職員に人事評価制度について丁寧に疑問に答え、説明
を行い取り組みを開始している。人事評価制度の一環として行われる職員との個人面談では事前に配付した法
人のキャリアパス表を基に、各自の目標だけでなく、組織として期待すること、本人のキャリアパスの中で今後ど
のようにスキルアップ・キャリアアップしていくかという点も含めてアドバイスをしている。これらの取り組みを通じ
て、職員調査結果では、職員のキャリア・スキルアップやチームワークに対する認識が向上していることが認め
られる。

《事業所名： つぼみ保育園》

特に良いと思う点

保育の一環として、子どもたちが自ら考え参加する行事は、その意欲を大切に、子どもたちの「つな
がり」を大事に楽しむ行事を企画している

行事の取り組みは保育の一環として子どもたちが自ら考えて参加する事を主とし、その意欲を大切に、目的を
持ち、楽しむ行事を企画している。保護者参加の園行事は参加しやすく、また、子どもと一緒に楽しいひと時を
過ごす大切な時間となる配慮をしている。運動会は子どもたちの「つながり」を大事に０歳児クラスから参加し全
園児（１９５名）で楽しんでいる。4歳児の仲間関係を深める園舎内「お泊まり保育」から、５歳児の自然に直接触
れ、野外活動を経験する「お泊まり保育」へと保育がつながり、集団で取り組む楽しい思い出と共に絆も深めて
いる。

人事評価制度の導入をきっかけとして、保育の質向上に向けたキャリア・スキルアップ及びチーム
ワークへの認識が高まっている
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将来の園運営を見据え、次世代のリーダー層の育成も踏まえた職員配置を行い、今年度からは委員会等の運
営業務に副主任やリーダを中心に据えながら中堅職員の育成を図っている。園は職員が生き生きとして働く、
風通しの良い職場づくりのためにはボトムアップ型の組織が望ましいと考え、園内のチーム力の強化を重要視
している。このような構想を実現するため、職員集団を率いていく人材のマネジメント能力、スーパーバイズ能力
の向上の優先度は高いと考えられる。OJTや研修、自己開発システム等を組み合わせながら後継人材の育成
に取り組みたい。

業務負担を減らし、より働きやすい職場とするためにICTのさらなる活用に期待したい

昨年度、６台のPCを購入し、正職員すべてが個々にPCを利用できる環境となっている。今年度からICTシステム
の活用を加速化し、児童票が紙面からデータに変更され、今後もカレンダーやチャットなどを業務上の活用を検
討している。日々の保育では休憩の取得に努めているが、ICTのさらなる活用を通じて職員個々の業務負担を
減らし、より働きやすい職場づくりに継続して取り組まれたい。業務負担が減ることにより、さらなるゆとりが生ま
れ、職員の定着や保育サービスの向上に良い効果がもたらされることに期待したい。

サービス基本事項を含め、マニュアル一覧表には作成日が書かれているのでそれを参考にマニュア
ルの改訂や整理を進められたい

保護者対応などのサービス基本事項を含め、マニュアルの改訂は各クラスで検討後、リスクマネジメント委員会
へ提案している。保育の職務心得として提供する園のサービス手順、各保育業務場面のマニュアルは虐待防
止、危機管理、安全管理、その他の項目ごとにそれぞれ関連するマニュアルを一覧表にしている。園としてリス
クマネジメント委員会が保育園に関わるすべてのリスクを検討しているが安全衛生委員会とも連携されたい。マ
ニュアル一覧表には作成日が書かれているのでそれを参考に現在の保育業務に合わせる改訂や改訂日の記
載を進められたい。

将来の園運営における中核的な役割を果たす後継人材の育成に体系的に取り組まれたい
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毎日の保育活動を知らせるおたより帳は０～２歳児までは記載して配信している。３歳児以上は連絡事項があ
る時のみとしている。活動を知らせる「今日の出来事」は各クラスの保育活動の見える化につながるドキュメン
テーションを毎日配信し、掲示板にも掲示する等、効果的な活用をしている。降園時の保護者にはわが子が友
達同士で関わり合う風景や遊ぶ姿の見える化は安心につながっている。写真撮影方向や構図、貼付写真の選
び方、並べ方を検討され、更に、保護者の気持ちを和ませるドキュメンテーション作成を期待したい。

マネジメントに対する全職員の意識の向上を図るとともに、的確な情報共有を通じて、一層のサービ
スの標準化と質の向上が期待される

職員調査の結果、保育に対しては職員各自が高い意識を持って目標達成に向けて取り組んでいるが、マネジメ
ントに関しては、無回答が多くを占める項目もあった。現地を確認した結果、会議で経営層より情報共有促進の
声がけはされており、ノートや掲示などのツールも効果的に使われていた。これらから職員の組織マネジメント
分野における関心や意識が十分ではない結果、無回答が多くなるのではと察せられる。サービスを生み出す仕
組みを持つマネジメントにおいても、全職員が意識的に情報を取得することによるサービスの標準化、質の改善
に期待したい。

季節を感じる郷土料理や行事食を自園調理で提供しているが園としては味覚や食への幅が更に広
がる給食メニューの充実を目指している

季節を感じる旬の食材の味を活かし、日本の伝統的な郷土料理や行事食を自園調理で提供している。また、年
齢ごとに子どもの姿に合わせ、様々な形で食に関わる体験をする食育活動に取り組んでいる。毎月の献立会議
では園長はじめ関係する職員で献立内容について討議している。園としては多文化理解に向けた様々な味覚
体験ができるよう国内外の特産物を取り入れた郷土料理や外国の食文化を知り、味覚や食への幅が広がる給
食メニューの充実を目指している。子どもたちがこの味は、どこの国、と思える食の多文化理解に向けて職員共
同で深められたい。

ドキュメンテーション写真の撮影方向、構図、貼付用写真の選び方、並べ方を検討し更に活動の見え
る化に取り組まれたい
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《事業所名： ふじみ保育園》

特に良いと思う点

理念に沿った多彩な在宅子育て支援の開催内容を計画し、園の広報紙「ふじみのひろば」を活用し
て地域の子育て家庭へ情報発信している

地域密着の保育園、地域に愛される保育園を目指し、実習生やボランティアを受け入れ、次世代育成や世代間
交流を行っている。園の広報誌「ふじみのひろば」は園舎前の掲示板への掲示や市役所、関係する施設へ配布
している。地域子育て支援係は地域の子育て家庭へ向け、保育所体験・乳児体験・園庭開放・ぴよぴよ体験を
企画して、実施日や内容を紹介し、保育環境の見学や育児を楽しむ機会を提供し、好評を得ている。在宅子育
て支援の拠点として園の特徴を活かして積極的に取り組んでいる。今後も在宅子育て支援事業の更なる展開を
期待したい。

保育の一環としての行事は楽しみながら頑張れた・楽しかったの体験と自主性を育み、成長にあわ
せた憧れの気持ちを育む行事を実施している

1

経営層は保育の現場をよく見て回り、利用者や職員の声をよく聴いており、職員個々の主体性を尊重し、一歩
引いて見守りながら言うべきことは言うように心掛けている。この結果、職場には抑圧的な雰囲気はなく、職員
からは意見を出しやすい、相談しやすい職場であると報告されている。クラス目標もクラスごとに作成され、研修
も個々に希望を出し、主体的に参加する方式が採用されている。このように職員が主体的に働きやすい職場作
りが推進されており、職員の主体性を尊重する方針が子どもの主体性を尊重する保育の実践として反映されて
いる。

2

1

3

さらなる改善が望まれる点

職員一人ひとりの主体性を尊重する方針が保育者の自律的な実践を支え、子どもが主体的に関わ
る保育の実現につながっている

行事が特別な日ではなく保育の一環として子どもたちの意欲を大切に、目的を持ち計画的に企画している。５歳
児の運動会やお泊り保育等は子どもたちの発想に寄り添い、発言する言葉を受け入れ、頑張れた・楽しかった
の体験と同時に自主性を育み、４歳児のお楽しみ保育ではデイキャンプを楽しんでいる。乳児クラスは運動会で
はなく健康体育の講師と一緒に乳児期に親子で遊べるスキンシップ遊びを楽しんでいる。和太鼓は０歳児後半
から手作りの太鼓で遊び、５歳児では本物の和太鼓で演奏を披露する等成長にあわせ、憧れの気持ちを育む
行事を実施している。
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職員調査の結果、計画策定と実施、人材育成、組織力の向上、標準化等の項目で非常勤職員の無回答が多く
なっており、情報共有のあり方に課題があると見受けられる。非常勤は職員全体の半数近くを占め、当園の保
育を支える重要な役割を担っている。現状、非常勤職員に対する個別面談の機会や部分的な会議への参加、
非常勤職員だけを対象とした会議の開催などの会議への参加機会は確保されているが、保育の標準化及び質
の向上のためにはさらなる非常勤職員へのより丁寧な説明やツールの活用を通じた情報共有の強化が望まれ
る。

理念、中期計画、単年度計画の連結性を強化し事業の運営効率を高めたい

当園では、保育理念や保育に係る全体的な計画等は策定されているが、園としての事業理念は未策定となって
いる。事業理念を基に、中期計画及び単年度計画が策定されることが望ましい。今後の事業理念の策定に期
待したい。また、園として中期計画と事業計画が策定されているが、両計画の論理的な整合性が必ずしも十分
ではないため、来年度、中期計画の改訂のタイミングで事業計画との連結性強化の観点から見直されることが
望まれる。理念、中期計画、単年度計画の論理的な整合性の強化が図られることにより運営効率が一段と高ま
る効果が期待される。

ヒヤリハット報告書の収集を増やすべく、職員の意識の向上を図り、更なる安全な保育への協働作
業に取り組まれることを提案したい

園では、半期・年度末にはヒヤリハット報告書の分析を行っている。記載内容に関しても、記入方法を簡素化し
負担軽減を図ることで職員の気づきからの積極的な提出を促し、今年度においては、昨年度に比べ提出が増
加している。けがにつながる直前の事柄が記載されているが、予め危険を察知して、保育者の配慮や子どもへ
の言葉がけにより、起こる寸前で回避できた内容なども記載していくことも提案したい。非常勤職員や調理に携
わる職員も含め、日常の中でアンテナを張り、些細なことでも職員間で共有、共通認識を持って取り組まれるこ
とを期待したい。

保育の標準化及び質の向上のため、非常勤職員へのより丁寧な説明やツールの活用を通じた情報
共有の強化が望まれる

2

《事業所名： ほんちょう保育園》

特に良いと思う点

日々の保育の中で健康体育や保健指導を体験し、身体の使い方、園生活を健康で過ごす術を学
び、安全への意識を高められるよう指導している

園では、子どもが楽しく元気に園生活を送る中で、自らの健康を守る知識や習慣、態度を身につけ、すすんで取
り組む意欲を育むことを大切にしている。子どもに対する保健指導は、年間指導計画にてクラスごとに計画して
いるが、子どもの姿を観察して看護師に内容を相談、現状を把握し内容の変更も視野に入れて実施している。２
歳児クラスから開始している健康体育の指導内容を日々の保育に取り入れ、継続して行うことで、子どもが四肢
の使い方、バランス感覚などを身に付け、しなやかで転倒しない身体づくりの一役を担い、大きな成果を得てい
る。

保護者に向け、子どもの学びへの姿勢や保育者の目指す子どもの姿を、園だよりクラスだよりなどに
て可視化して発信し理解と信頼を得ている

1

法人の基本使命として地域に根差した福祉活動の実践が掲げられており、園の中期計画にも地域支援が位置
づけられている。このような背景の下、地域向けに一時保育、子育てひろば等事業を実施し、看護師、栄養士に
よる健康・栄養相談やベビーマッサージ、健康体操、小物つくり等いろいろなイベントを企画し、地域の子育て家
庭同士がつながる場としている。近所の公園では毎月出前保育を行い紙芝居、大型絵本等で地域の子どもに
楽しみとつながりを提供している。活動の中で母の子育ての悩みを聴き取り、アドバイスを行うなど地域の子育
てを支援している。

2

1

3

さらなる改善が望まれる点

法人の基本使命に基づき、中期計画の一環として各種のプログラムを通じた子育て支援や相談等地
域に積極的に貢献している

日々の子どもの姿や行事に向けた取り組みについて、保育者が意図すること、計画作成にあたりねらいや目的
について、園だよりやクラスだよりなどに明確に示して、保護者に分かりやすく発信している。運動会や生活発
表会などの行事に向けては、ビジョンを達成するために子ども間での話し合いの機会を持ち、保護者に、良くで
きたなどの結果に拘らず、準備段階で経験を重ねて子どもが成長する姿を見守り、子どもの気持ちに共感しな
がら職員と共に子どもの成長を喜べるよう働きかけている。保護者への丁寧な説明により、保護者の信頼へと
つながっている。
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法人の業務のICT化推進の方針の下、当園ではICTシステムが導入され、多くの紙ベースの書類が電子媒体と
して扱われることとなり、残業時間の減少など職員の業務負担の軽減につながった。当園としては「働きやすい
職場宣言」の準備に着手しており、更なるICT化の推進や公休数の増加などの職場環境の整備に取り組む予定
である。人間関係が良く、風通しの良い職場であるが、中間層のスーパーバイズ力の向上を通じて若手職員一
人ひとりに随時適切なアドバイスを送り、これまで以上に働きやすい職場づくりが進むことを期待したい。

地域貢献の推進のため、地域を巻き込んだ保育の実践を通じ、地域とのさらなる関係強化について
検討されたい

地域子育ての発信基地を理念の一つとして地域の方に開かれた保育園を目指しているため、園庭開放・水遊
び・誕生会参加、七夕、わらべうたなどに地域の子どもを招き、交流を行っている。さらに、中学生の職場体験の
受け入れ、小学校の町探検などのプログラムに協力し、地域の子どもを受け入れている。子どもの生きる力を
高めるため、さらなる地域資源の活用についても検討されたい。例えば、協力してくれる近隣の店を探し、こども
が保育者とともに町に出ていき、お店で食材を買ったり、店員とやりとりしたりといった活動の実践も一案であ
る。

保護者同士が子どもと共に楽しみ思い出に残る園生活を送るために、園ができること、保護者が望
むことの接点を導き出す方法を検討されたい

保護者懇談会では、子どものエピソードなど共通の話題を提供して雑談をする時間を設けている。保護者が交
流する行事については、保護者からは親子で一緒に遊ぶ場の提供などの要望も寄せられている。保護者の職
場環境や子育て観、価値観が多様化する中で、職場以外の集団の中で子どもへの想いを語り合える場など、
保護者がどのような方法を望んでいるか、行事を園主体、保護者主体のどちらにするのかも含め意見の集約が
必要と考える。卒園した後も親子ともども楽しかったと思い出す経験が、近隣の人にも薦められる園となっていく
一因でもあると考える。

ICT化の推進や中間層のスーパーバイズ力の向上を通じて、これまで以上に働きやすい職場づくり
が進むことを期待したい

2

《事業所名： ひよし保育園》

特に良いと思う点

子どもの主体性を大切にした保育の実施に向けて、乳幼児期の育ちを大切に考え、職員間で共通認
識を持って取り組んでいる

乳児期から子どもの表情を読み取り気持ちを代弁する、言葉の表出が始まった年齢の子どもには、根気よく意
思を確認するなどして、子どもの気持ちを大切にした愛着形成に努めている。日々の保育や行事に関わる計画
において、保育者は、子ども同士の会話の中からやりたい気持ちを引き出し、提案したことを最後までやり遂げ
る大切さも経験させて、自ら成長していく力を発揮できるように援助している。行事や散歩などの一斉保育に参
加したくない子どもの気持ちも認め、子どもが自らやりたくなることを待ち、模索して寄り添った対応を心がけて
いる。

保育士、看護師、栄養士が協働して、園生活の中で身に付けて行きたい生活習慣の確立や多様性
の理解に向けた指導を計画的に実施している

1

虐待の根絶を掲げる法人の方針の下、当園は良好な職員関係性のある風通しの良い職場作りに取り組んでい
る。虐待防止の内部研修を実施しており、今年度の研修では「私のトリセツ」「お助けアクション」などのコミュニ
ケーションツールを作成し、相互理解を深めた。全職員が法人の虐待防止ブック及び全国保育士会のチェックリ
ストを用いて、定期的に日常の保育を振り返る機会を持ち、会議等の場でお互いの言動をチェックしている。こ
のような取組みは子どもたちの「やってみたい」意思を尊重する保育方針とも適合し、虐待発生のリスクが軽減
されている。

2

1

3

さらなる改善が望まれる点

チェックリストの活用や研修での学びを通じ、職員間の相互理解を促進し、不適切保育の防止を徹底
している

子どもを中心にした保育の中で、さまざまな経験を通して将来への基礎となる生活習慣や多文化理解、自らの
身を守る術などを学び、楽しみながら知識を蓄え実践を通して学びを深めていけるように、リスク、食育などの委
員を決め、保育士、看護師、栄養士が専門性を活かし協働して取り組んでいる。職員や子どもが提案した内容
を子どもの生活に反映させるにはどのような方法が効果的かなどを検討し実行している。子どもも見学するプー
ルでの事故発生のシミュレーションでは、職員の対処する姿を見て学び、危険予知訓練の役目も果たす機会も
大切にしている。
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